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代
官
郡
触
と
幕
府
の
畿
内
近
国
広
域
支
配

村

田

路

人

は

じ

め

周
知
の
よ
う
に
、
所
領
の
錯
綜
し
て
い
た
近
世
の
畿
内
近
国
で
は
、
幕
府
代
官
の
幕
領
支
配
を
含
め
た
、
個
別
領
主
に
よ
る
支
配
と

と
も
に
、
京
都
町
奉
行
所
や
大
坂
町
奉
行
所
な
ど
の
幕
府
広
域
支
配
機
関
に
よ
る
、
数
カ
国
に
わ
た
る
広
域
支
配
が
展
開
し
て
い
た
。

前
者
を
個
別
領
主
支
配
、
後
者
を
奉
行
所
支
配
と
筆
者
は
よ
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
奉
行
所
支
配
の
実
現
形
態
の
一
つ
と
し
て
の

代
官
郡
触
を
取
り
上
げ
た
い
。

代
官
郡
触
と
は
、
筆
者
が
仮
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
京
都
町
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た
幕
府
代
官
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
郡
を
担

当
し
、
京
都
町
奉
行
の
触
を
郡
内
の
幕
領
・
私
領
村
々
に
回
達
す
る
よ
う
命
じ
た
触
の
こ
と
で
、
正
徳
l
享
保
期
の
摂
津
・
河
内
・
和

泉
地
域
で
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
幕
府
広
域
支
配
機
関
に
よ
る
、
国
を
単
位
と
す
る
触
に
つ
い
て
は
、
畿
内
非
領
国
論
以
来
、
し

（

1）
 

ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
代
官
郡
触
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
発
せ
ら
れ
た
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

1 

こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
摂
津
国
お
よ
び
和
泉
国
の
村
に
残
さ
れ
た
触
留
帳
の
記
載
か
ら
、



2 

代
官
郡
触
の
具
体
的
な
姿
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

代
官
郡
触
と
い
う
特
徴
的
な
触
伝
達
方
式
が
存
在
し
た
の
は
、
当
時
、
上
方
八
カ
国
代
官
・
（
五
畿
内
お
よ
び
丹
波
・
近
江
・
播
磨
の

い
ず
れ
か
に
支
配
地
を
有
す
る
代
官
）
が
京
都
町
奉
行
の
支
配
下
に
あ
り
、
幕
領
支
配
だ
げ
で
な
く
、
奉
行
所
支
配
の
面
に
お
い
て
も
、

（

2
）
 

同
奉
行
の
下
部
機
関
と
し
て
支
配
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
府
の
畿
内
近
国
広
域
支
配
を
考
え

る
際
に
、
上
方
八
カ
国
代
官
の
存
在
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
従
来
も
っ
ぱ
ら
京

都
町
奉
行
や
大
坂
町
奉
行
な
ど
の
幕
府
広
域
支
配
機
関
の
権
限
・
機
能
と
い
う
側
面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
一
八
世
紀
畿
内
近
国
の
幕

（

3）
 

府
広
域
支
配
機
構
論
に
、
京
都
町
奉
行
の
上
方
八
カ
国
代
官
支
配
と
い
う
視
点
を
積
極
的
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

代
官
郡
触
の
具
体
例

1 

享
保
六
年
四
月
の
代
官
郡
触

村
々
で
は
、
領
主
（
ま
た
は
代
官
）
や
幕
府
広
域
支
配
機
関
か
ら
因
さ
れ
て
く
る
触
を
、

そ
の
つ
ど
触
留
張
に
書
き
写
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
村
が
手
に
し
た
際
の
触
の
記
載
内
容
を
、

そ
の
ま
ま
正
確
に
書
き
写
す
こ
と
は
む
し
ろ
ま
れ
で
あ
り
、

た
い
て
い
の
場
合
、

一
部
省
略
が
行
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
廻
状
に
は
、

そ
の
村
に
達
す
る
ま
で
に
経
由
し
た
村
々
の
名
や
庄
屋
・
年
寄
の
署
名
・
捺
印
、

臼
付
が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
写
す
こ
と
は
煩
墳
で
あ
る
た
め
、
省
略
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

（

4
）
 

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
摂
津
田
住
吉
郡
平
野
郷
町
の
い
わ
ゆ
る
「
覚
帳
」
は
、
完
全
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
で
き
る
だ
け
あ

り
の
ま
ま
を
書
き
写
そ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
平
野
郷
町
の
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）

の

「
覚
帳
L

の
代
官
郡
触
を
基
本
に
、
他
村
の
触
留
帳
の
記
載
を
対
照
さ
せ
な
が
ら
検
討
を
す
す
め
た
い
。



享
保
四
年
の
朝
鮮
通
信
使
来
朝
に
伴
う
入
用
の
割
賦
に
関
す
る
触
が
、
同
六
年
四
月
に
、
二
度
に
わ
た
っ
て
、
代
官
鈴
木
九
太
夫
か

ら
住
吉
郡
お
よ
び
欠
郡
村
々
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
最
初
の
も
の
は
四
月
七
日
付
、
あ
と
の
も
の
は
四
月
十
六
日
付
で
あ
る
。
欠
郡
と
は
、

こ
の
段
階
で
は
一
つ
の
郡
域
を
も
っ
郡
で
は
な
く
、
住
吉
・
欠
郡
で
一
郡
と
み
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。
享
保
六
年
寸
覚
帳
」
か
ら
、

四
月
七
日
付
の
代
官
郡
触
以
下
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

史
料

去喜）
亥詰
年平
朝）

鮮
人
御
入
用
害j
賦
御
触
書
官ヨ
番

① ② 

京
都
町
奉
行
中
占
朝
鮮
人
御
入
用
人
馬
賃
金
銀
御
割
賦
之
義
付
、
御
触
書
壱
通
、
御
廻
書
壱
通
、
村
E
印
形
帳
壱
冊
指
遣
候
問
、

摂
津
国
住
吉
・
欠
郡
御
料
・
私
領
村
主
江
最
寄
次
第
不
限
昼
夜
早
＝
相
廻
シ
、
留
村
よ
り
京
都
町
奉
行
中
へ
持
参
可
申
候
、
尤
村

落
無
之
様
ニ
可
致
候
、

3
手
保
六
年
）

丑
四
月
七
日

以
上

鈴
木
九
太
夫
印

摂
津
国
住
吉
・
欠
郡

御

料

↑

庄

や

↑

T
E
 

私
領

4

年
寄か

た
へ

③ 

去
＝
亥
年
朝
鮮
人
来
朝
之
節
御
入
用
之
人
馬
賃
金
銀
、
知
前
k
国
役
懸
ニ
罷
成
候
、
依
之
従
江
戸
御
触
書
壱
通
到
来
ニ
付
、
写

指
越
候
、
可
存
其
旨
候
、
右
御
触
書
写
取
、
庄
屋
・
年
寄
共
占
銘
E
地
頭
E
江
早
＝
可
相
達
候
、
村
E
役
懸
高
・
引
高
等
之
義
井

3 

役
金
銀
掛
ケ
改
請
取
所
之
義
者
追
而
可
相
触
候
条
、
可
得
其
意
者
也



4 

丑
三
月
肥
後
印

在
江
戸
ニ
付
無
加
印
勘
右

摂
津
国
住
吉
・
欠
郡
村
E
庄
や
年
寄

持
参
候
、
以
上

追
而
、
村
E
庄
や
・
年
寄
別
帳
面
ニ
致
名
印
、
不
抜
様
一
一
入
念
願
5
無
遅
滞
早
E
相
廻
シ
、
廻
リ
留
占
京
都
奉
行
所
へ
急
度
可

か
た
へ

④ 

参
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
、
右
国
E
江
田
役
懸
リ
ニ
成
候
問
、
可
有
其
心
得
事

去
k
亥
秋
朝
鮮
人
来
朝
ニ
付
、
域
州
淀
占
江
戸
迄
道
中
往
来
共
人
馬
賃
金
、
五
畿
内
・
近
江
・
丹
波
・
播
磨
・
美
濃
・
尾
張
・

（
六
カ
条
略
）以
上

丑
三
月

⑤ 

御
触
書
壱
通
、
御
廻
書
壱
通
奉
拝
見
候
、
地
頭
方
へ
も
可
相
達
候
、
以
上

丑
四
月
十
日

住
吉
郡
船
堂
村
庄
や平
右
衛
門
印



年
寄

四
月
十
一
日奥
村

西岡王
喜日
連
村

重
兵
へ
印

岡山
之
内
村

（
一
二
ニ
カ
村
略
）

同東
喜
連
村

同大
豆
塚
村

御
触
書
壱
通
、
御
廻
書
壱
通
奉
拝
見
候
、
地
頭
方
へ
も
可
相
達
候
、
以
上

丑
四
月
十
五
日

住
吉
郡
平
野
郷
町
惣
年
寄

代宮郡触と幕府の畿内近国広域支配

徳
安
印

⑥ 

（
惣
年
寄
五
名
の
名
略
）

（
平
野
流
町
）

右
之
僻
書
付
丑
四
月
十
四
日
夜
亥
刻
東
喜
連
村
占
持
参
、
明
ル
十
五
日
早
朝
桑
津
村
へ
も
た
せ
遣
ス
、
夫
人
足
ナ
ノ
庄
助

①
l
⑥
の
番
号
は
、
筆
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
i
⑤
は
、
実
際
に
平
野
郷
町
に
も
た
ら
さ
れ
た
触
や
印
形
帳
の
文

言
を
書
き
写
し
た
も
の
、
①
と
⑥
は
、
「
覚
帳
」
の
筆
記
者
が
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
平
野
郷
町
は
下
総
国
古
河
落
本
多
忠

良
の
領
地
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
簡
単
に
触
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

②
は
、
京
都
町
奉
行
か
ら
、
朝
鮮
人
来
朝
人
馬
賃
金
銀
割
賦
に
関
し
て
、
「
御
触
書
」
・
「
御
廻
書
L

・
寸
村
E
印
形
帳
L

が
も
た
ら
さ
れ

た
の
で
、
「
最
寄
次
第
L

、
つ
ま
り
す
ぐ
近
く
の
村
へ
早
々
に
回
達
す
る
よ
う
、
代
官
鈴
木
九
太
夫
が
住
吉
・
欠
郡
の
幕
領
・
私
領
村
々

に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
「
御
触
書
」
・
「
御
廻
書
L

・
「
村
E
印
形
帳
」
に
相
当
す
る
も
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
④
③
⑤
で
あ
る
。

④
は
、
幕
府
が
出
し
た
領
主
・
代
官
向
け
の
触
で
あ
る
。
前
書
部
分
で
、
淀
l
江
戸
間
の
往
復
の
人
馬
賃
金
が
、
上
方
か
ら
関
東
に

5 

か
け
て
の
一
六
カ
村
の
国
役
懸
か
り
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
省
略
し
た
以
下
の
六
カ
条
で
は
、
国
役
懸
か
り
の
免
除
・
減
免
規
定
、



6 

国
役
金
（
銀
）
納
入
先
、
金
銀
換
算
基
準
、
知
行
高
や
国
役
懸
か
り
免
除
村
に
関
す
る
報
告
義
務
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

③
は
、
京
都
町
奉
行
諏
訪
頼
篤
・
同
河
野
通
重
か
ら
の
廻
書
で
あ
る
。
④
の
触
が
江
戸
よ
り
来
た
の
で
承
知
す
る
こ
と
、
触
書
の
内

容
を
写
し
取
り
、
庄
屋
・
年
寄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
頭
に
早
々
に
知
ら
せ
る
こ
と
、
庄
屋
・
年
寄
は
別
帳
面
に
署
名
・
捺
印
し
、
早
々

に
回
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

⑤
は
、
寸
村
E
印
形
帳
」
（
③
の
追
而
書
の
「
別
帳
面
」
）
に
記
載
さ
れ
て
い
た
内
容
を
、
簡
略
化
し
て
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
船

堂
村
に
始
ま
り
、
岡
村
を
含
め
二
九
カ
村
を
経
て
平
野
郷
町
に
達
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ど
の
村
に
つ
い
て
も
、
船
堂
村
と
平
野
郷
町

の
例
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
両
者
以
外
は
日
付
と
村
名
だ
け
を
写
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
あ
と
、
鈴
木
九
太
夫
か
ら
住
吉
・
欠
郡
村
々
に
、
四
月
十
六
日
付
で
触
が
因
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
寸
従
京
都
町

奉
行
中
朝
鮮
人
御
入
用
人
馬
賃
金
銀
之
義
ニ
付
、
割
賦
帳
壱
冊
、
御
触
帳
壱
冊
指
遣
候
問
、
（
略
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
京
都
町
奉
行
か

ら
の
「
割
賦
帳
L

と
「
御
触
帳
」
の
回
達
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
寸
覚
帳
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
「
割
賦
帳
」
は
「
享
保
六
年
丑
四

月
摂
津
国
住
吉
・
欠
郡
私
領
村
E
役
高
掛
銀
割
賦
帳
」
の
表
題
を
も
ち
、
四
月
付
で
京
都
町
奉
行
諏
訪
・
同
河
野
が
「
欠
・
住
吉
郡
村

＝
圧
屋
・
年
寄
L

に
宛
て
た
触
（
役
高
一

O
O石
あ
た
り
の
金
額
、
納
入
期
間
な
ど
を
記
す
）
を
最
初
に
載
せ
、
次
い
で
、
「
朝
鮮
人
来

朝
御
入
用
人
馬
賃
銀
之
割
L

と
し
て
役
高
一

O
O石
あ
た
り
の
金
額
お
よ
び
銀
額
と
納
入
先
を
記
し
、
そ
の
あ
と
寸
住
吉
・
欠
郡
」
と

し
て
各
村
の
役
高
を
記
し
て
い
る
。

「
御
触
帳
」
は
、
「
享
保
六
年
丑
四
月
摂
津
国
欠
・
住
吉
郡
村
E
触
帳
L

の
表
題
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
四
月
付
で
諏
訪
・

河
野
が
「
摂
津
国
欠
・
住
吉
郡
村
E
庄
屋
・
字
寄
」
に
宛
て
た
触
（
御
朱
印
寺
社
領
の
あ
る
村
は
別
紙
案
文
の
記
載
様
式
で
報
告
す
べ

き
こ
と
や
、
役
懸
か
り
免
除
規
定
な
ど
に
つ
い
て
記
す
）
と
「
寺
社
領
書
付
案
文
L

を
記
し
、
最
後
に
、
船
堂
村
か
ら
平
野
郷
町
ま
で



の
二
三
カ
村
の
村
名
・
村
役
人
名
を
記
し
て
い
る
。

史
料
1
の
①
で
は
寸
去
亥
年
朝
鮮
人
御
入
用
割
賦
御
触
書
壱
番
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
四
月
十
六
日
付
触
と
区
別
す
る
た
め
で

あ
る
。
「
覚
帳
L

で
は
、
十
六
日
付
の
鈴
木
の
触
の
前
に
、
「
去
亥
年
朝
鮮
人
御
入
用
割
賦
御
触
書
弐
番
L

と
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
史
料
1
に
戻
ろ
う
。
代
官
鈴
木
九
太
夫
は
、
幕
府
の
「
御
触
書
」
（
④
、
正
確
に
は
触
書
の
写
）
、
京
都
町
奉
行
の
「
御
廻
書
」

（
③
）
、
「
村
E
印
形
帳
」
（
⑤
）

の
三
点
に
、
自
分
の
触
（
②
）
を
添
え
、
住
吉
・
欠
郡
村
々
に
回
達
し
た
。
「
村
＝
印
形
帳
」
は
、
表

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

題
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
中
身
は
白
紙
の
帳
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
四
点
セ
ッ
ト
は
、
船
堂
村
か
ら
始
ま
り
、
二
九
カ

村
を
経
て
平
野
郷
町
に
達
し
た
。
各
村
で
は
、
庄
屋
・
年
寄
が
、
「
御
触
書
L

お
よ
び
「
御
廻
書
」
を
拝
見
し
た
こ
と
、
地
頭
に
も
「
御

触
書
」
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
を
日
付
と
と
も
に
記
し
、
署
名
・
捺
印
し
て
次
の
村
に
送
っ
た
。
十
四
日
の
夜
亥
の
刻
に
、
東
喜
連
村

か
ら
四
点
セ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
平
野
郷
町
は
、
翌
十
五
日
早
朝
、
桑
津
村
に
回
し
て
い
る
。

ま
ず
、

一
人
の
代
官
が
一
つ
の
郡
を
担
当
し
て
、
郡
内
の
幕
領
・
私
領
村
々
に
触
を
回
す
と
い
う
触
伝
達
方
式
が
存
在
し
た
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
朝
鮮
人
来
朝
人
馬
賃
割
賦
に
つ
い
て
の
触
は
、
も
ち
ろ
ん
住
吉
・
欠
郡
だ
け
に
回
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
国
役
割
賦
の
行
わ
れ
た
郡
で
は
、

い
ず
れ
も
同
様
の
形
で
因
さ
れ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
和
泉
国
大
鳥
郡
中

筋
村
に
残
さ
れ
た
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
享
保
七
年
「
公
儀
御
用
触
留
帳
L

か
ら
、
大
鳥
郡
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
、

当
時
、
中
筋
村
は
代
官
桜
井
孫
兵
衛
の
代
官
所
で
あ
っ
た
。

「
公
儀
御
用
触
留
帳
L

で
も
、
代
官
の
触
、
京
都
町
奉
行
の
廻
書
、
幕
府
の
触
書
の
順
で
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
史
料
1

の
②
③
④
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
村
E
印
形
帳
」
の
記
載
内
容
は
写
さ
れ
て
い
な
い
。
触
留
帳
へ
の
写
し
取
り
方
も
、
村
に
よ
っ

7 

て
精
組
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
京
都
町
奉
行
の
廻
書
、
幕
府
の
触
書
の
文
言
は
、
史
料
1
と
較
べ
た
場
合
、
若
干
の
表
記
の
違
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い
は
あ
る
が
、
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
大
鳥
郡
宛
の
京
都
町
奉
行
の
廻
書
は
三
月
二
十
九
日
付
と
な
っ
て
い
る

（
住
吉
・
欠
郡
宛
の
も

の
は
三
月
付
）
。
代
官
の
触
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
史
料
2
）

（
享
保
四
年
）

去
巳
亥
秋
朝
鮮
人
来
朝
之
節
、
御
入
用
人
馬
賃
金
之
儀
ニ
付
、
京
都
町
奉
行
衆
占
御
触
書
壱
通
、
廻
状
壱
通
、
帳
面
壱
冊
箱
ニ
入
、

我
等
方
占
可
相
触
旨
申
来
、
則
相
廻
候
、

一
郡
切
村
E
不
抜
様
ニ
入
念
、
早
＝
相
廻
シ
可
申
候
、
尤
此
廻
状
村
名
書
記
、
庄
屋
印

判
い
た
し
順
E
相
廻
シ
、
留
り
村
占
重
而
此
方
江
可
相
返
候
、
以
上

（
享
保
六
年
）

丑
四
月
三
日

久
下
藤
十
郎
印

泉
州
大
鳥
郡
下
石
津
村
印

こ
こ
で
は
、
郡
触
を
出
し
た
代
官
は
、
久
下
藤
十
郎
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
料
2
と
、
史
料
1
の
②
と
を
較
べ
て
み
る
と
、
京
都
町
奉

行
か
ら
の
「
御
触
書
」
・
「
廻
状
」
（
寸
御
廻
書
L

）
・
「
帳
面
L

（「村
E
印
形
帳
L

）
の
三
点
を
早
々
に
回
す
よ
う
に
、

と
い
う
趣
旨
は
同
じ

で
あ
る
が
、
文
面
は
ま
っ
た
く
異
な
る
し
、
内
容
に
も
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
史
料
ー
で
は
、
最
終
的
に
三
点
を
京
都
町
奉
行
に
戻
す

ょ
う
指
示
し
て
い
る
が
、
鈴
木
の
触
の
扱
い
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
逆
に
、
史
料
2
で
は
、
三
点
を
最
終
的
に
ど
う
す
べ

き
か
に
は
触
れ
ず
、
こ
の
久
下
の
触
に
つ
い
て
は
、
回
達
の
上
、
最
終
的
に
同
人
の
と
こ
ろ
ま
で
返
す
よ
う
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

京
都
町
奉
行
の
「
廻
状
」
（
「
御
廻
書
」
）

の
追
而
書
に
「
追
而
、
村
＝
庄
や
・
年
寄
別
帳
面
ニ
致
名
印
、
不
抜
様
ニ
入
念
順
E
無
遅
滞
早



E
相
廻
シ
、
廻
リ
留
δ
京
都
奉
行
所
へ
急
度
可
持
参
候
、
以
上
L

（
史
料
1
の
③
。
こ
の
部
分
は
、
中
筋
村
の
「
公
儀
御
用
触
留
帳
」
で

も
ほ
と
ん
ど
同
文
言
）

と
あ
る
の
で
、
久
下
は
、

わ
ざ
わ
ざ
三
点
の
最
終
的
な
扱
い
に
つ
い
て
は
述
べ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

史
料
ー
で
は
言
及
は
な
か
っ
た
が
、
三
点
は
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
史
料
2
か
ら
わ
か
る
。

朝
鮮
人
来
朝
入
用
人
馬
賃
割
賦
に
つ
い
て
の
二
度
目
の
代
官
郡
触
は
、
住
吉
・
欠
郡
で
は
、

四
月
十
六
日
付
、
大
鳥
郡
で
は
四
月
十

七
日
付
で
、

そ
れ
ぞ
れ
鈴
木
九
太
夫
・
久
下
藤
十
郎
か
ら
出
さ
れ
た
。
史
料
は
あ
げ
な
い
が
、
表
現
の
仕
方
は
、
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

前
回
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
二
度
目
の
代
官
郡
触
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
例
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
史
料
3
）

京
都
町
奉
行
衆
占
御
料
・
私
領
御
触
帳
壱
冊
、
私
領
村
E
役
高
掛
リ
銀
割
賦
帳
壱
冊
壱
箱
遣
候
付
、
差
越
候
問
、
写
取
候
節
墨
付

不
申
、
印
形
偉
末
無
之
、
雨
降
候
節
濡
シ
不
申
、
尤
村
順
能
様
ニ
相
廻
シ
、
請
取
渡
之
節
書
付
等
取
之
、
入
念
大
切
ニ
可
致
候
、

室御
丑尖触
回生帳
月可
十相
六返
日候

以
上桜
井
孫
兵
衛

摂
州
国
西
成
郡村
＝
庄
や

摂
津
田
西
成
郡
十
八
条
村
の
享
保
六
年
四
月
「
摂
津
国
西
成
郡
村
＝
触
帳
」
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
十
八
条
村
は
、
当
時
鈴
木
九
太

夫
の
代
官
所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
触
帳
・
割
賦
帳
に
墨
を
付
け
て
は
い
け
な
い
、
捺
印
を
い
い
加
減
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
雨
に

9 

濡
ら
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
、
回
達
時
の
注
意
を
特
に
強
調
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
京
都
町
奉
行
か
ら
指
示
を
受
け
た
代
官
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
裁
量
の
も
と
、
独
自
の
言
葉
で
担
当
の
郡
に
触
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

2 

代
官
郡
触
の
回
達
ル

1
ト

つ
ぎ
に
、
触
の
回
達
ル

l
ト
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
史
料
1
の
②
で
は
、
「
最
寄
次
第
不
限
昼
夜
早
＝
相
廻
シ
L

と
あ
る
が
、

史
料
2
で
は
「
最
寄
次
第
L

文
言
は
な
く
、
寸
順
E
相
廻
シ
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
一
度
目
の
郡
触
で
も
、
住
吉
・
欠
郡
宛
の
も
の
は
寸
最

寄
次
第
」
、
大
鳥
郡
宛
の
も
の
は
「
願
E
相
廻
L

と
あ
る
。
ま
た
、
二
度
目
の
郡
触
で
あ
る
史
料
3
で
は
、
寸
村
順
能
様
一
一
相
廻
シ
」
と

な
っ
て
い
る
。
「
最
寄
次
第
L

や
「
村
順
能
様
ニ
相
廻
シ
し
と
い
う
表
現
は
、
回
達
順
序
に
つ
い
て
の
判
断
が
、
在
地
に
任
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
。
具
体
的
な
回
達
ル
l
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

幸
い
、
記
載
が
詳
細
な
平
野
郷
町
寸
覚
帳
」
は
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
四
月
七
日
付
代
官
郡
触
以
下
の
四
点
セ
ッ
ト

と
、
四
月
十
六
日
付
代
官
郡
触
以
下
の
三
点
セ
ッ
ト
の
、
平
野
郷
町
の
次
の
村
ま
で
の
回
達
ル

l
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
で
あ
っ

た

（
村
名
表
記
は
原
文
通
り
）
。

（
四
月
七
日
付
代
官
郡
触
以
下
四
点
セ
ッ
ト
）

〔
四
月
十
日
〕

船
堂
村

〔
四
月
十
一
日
〕
奥
村
↓
大
豆
塚
村
↓
山
之
内
村
↓
庭
井
村
・
庭
井
新
田
↓
砂
子
村
↓
遠
里
小
野
村
↓
同
村
↓
同
村
社
領
↓
同
村
↓

大
豆
塚
村



〔
四
月
十
二
日
〕
北
花
田
村
↓
浅
香
山
↓
七
道
↓
苅
田
村
↓
同
村
↓
我
孫
子
村
↓
杉
本
村
↓
住
吉
村

〔
四
月
十
三
日
〕
寺
岡
村
↓
猿
山
新
田
↓
松
原
新
田
↓
南
田
辺
村
↓
北
田
辺
村
↓
鷹
合
村
↓
湯
屋
嶋
村

〔
四
月
十
四
日
〕
中
喜
連
村
↓
西
喜
連
村
↓
東
喜
連
村

〔
四
月
十
五
日
〕
平
野
郷
町
↓
桑
津
村

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

（
四
月
十
六
日
付
代
官
郡
触
以
下
三
点
セ
ッ
ト
）

〔
四
月
十
八
日
〕
船
堂
村

〔
四
月
十
九
日
〕
奥
村
↓
大
豆
塚
村
↓
遠
里
小
野
村
↓
遠
里
小
野
村
↓
山
之
内
村
↓
杉
本
村
↓
住
吉
村

〔
四
月
二
十
日
〕
住
吉
郡
住
吉
社
領
沢
口
村
↓
我
孫
子
村
↓
庭
井
村
・
庭
井
新
田
↓
苅
田
村
↓
七
道
↓
苅
田
村
↓
前
堀
村
↓
堀
村
↓

寺
岡
村

〔
四
月
二
十
一
日
〕
猿
山
新
田
村
↓
松
原
新
田
村
↓
南
田
辺
村
↓
北
田
辺
村
↓
桑
津
村

〔
四
月
二
十
二
日
〕
平
野
郷
町
↓
西
喜
連
村

前
者
は
、
四
月
七
日
付
代
官
郡
触
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
村
E
印
形
帳
L

（
史
料
1
の
⑤
）
の
記
載
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
後
者

は
、
四
月
十
六
日
付
代
官
郡
触
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
御
触
帳
L

（
「
事
保
六
年
丑
四
月
摂
津
国
欠
・
住
吉
郡
村
E
触
帳
」
）
か
ら
作
成
し

た
。
日
付
は
署
名
の
日
付
で
あ
り
、
必
ず
し
も
受
け
取
っ
た
日
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
村
が
複
数
回
登
場
し
て
い
る

11 

が
、
こ
れ
は
相
給
村
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
回
達
ル
l
ト
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
ル
l
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（図）摂津国住吉郡およびその周辺

人中筋

（注） 1889年（明治22)3月、市制町村制施行直前行政区画図（『大阪百年史』［大阪府、 1968年］
付図）による。 18世紀においては、地図の安立町・七道村・千体村・殿辻村・浜口村・南
浜口村・上住吉村は住吉村の一部であった。また、喜連村も、東・西・中の3ヵ村に分か
れていた（『日本歴史地名大系28 大阪府の地名」）。

ト
を
辿
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
図
と
対
照
さ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、

お

お
む
ね
隣
接
村
に
渡
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
〉
フ

な
っ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

四
月
七
日
付
代
官
郡
触
以
下
の
四
点
セ
ッ
ト
で

は
、
大
豆
塚
村
↓
山
之
内
村
、
山
之
内
村
↓
庭

井
村
・
庭
井
新
田
、
庭
井
村
・
庭
井
新
田
↓
砂

子
村
、
砂
子
村
↓
遠
里
小
野
村
、
遠
里
小
野
村

↓
大
豆
塚
村
、
浅
香
山
↓
七
道
、
七
道
↓
苅
田

村
、
杉
本
村
↓
住
吉
村
、
北
田
辺
村
↓
鷹
合
村

の
部
分
が
、

四
月
十
六
日
付
代
官
郡
触
以
下
の

二
点
セ
ッ
ト
で
は
、
大
豆
塚
村
↓
遠
里
小
野
村
、

杉
本
村
↓
住
吉
村
、
我
孫
子
村
↓
庭
井
村
・
庭

井
新
田
、
苅
田
村
↓
七
道
、
七
道
↓
苅
田
村
の

部
分
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
隣
接
村
へ
の
受
け
渡
し
だ
け
を

繰
り
返
し
て
一
郡
内
の
全
村
に
囲
達
す
る
こ
と



は
不
可
能
で
あ
り
、
幾
度
か
非
隣
接
村
へ
の
受
け
渡
し
が
必
要
と
な
る
が
、
実
際
の
ル

l
ト
を
見
る
と
、
必
要
以
上
に
非
隣
接
村
へ
の

受
け
渡
し
が
多
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、

四
月
十
一
日
の
庭
井
村
・
庭
井
新
田
↓
砂
子
村
↓
遠
里
小
野
村
、
同
十
二
日
の
浅
香
山

↓
七
道
↓
苅
田
村
と
い
う
部
分
、

と
く
に
前
者
で
あ
る
。
庭
井
村
・
庭
井
新
田
と
遠
里
小
野
村
と
は
、
比
較
的
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

か
な
り
離
れ
た
砂
子
村
に
い
っ
た
ん
回
し
た
の
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
最
寄
次
第
L

原
則
を
踏
み
は
ず
し
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
、

四
月
七
日
付
代
官
郡
触
そ
の
他
、
同
十
六
日
付
代
官
郡
触
そ
の
他
と
も
、

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

や
や
距
離
の
あ
る
苅
田

村
と
七
道
村
と
の
間
で
伝
達
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
両
村
は
い
ず
れ
も
一
部
が
高
槻
藩
永
井
氏
領
で
あ
り
、
住
吉
郡
内
の
永
井

（

7
）
 

氏
領
は
、
こ
の
ニ
カ
村
だ
け
で
あ
っ
た
。
代
官
郡
触
の
回
達
ル

1
ト
は
、
所
領
配
置
に
規
定
さ
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
、
郡
を
単
位
に
、
幕
領
・
私
領
の
別
な
く
因
さ
れ
た
触
は
、
代
官
郡
触
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
摂
津
・
河
内
・
和

泉
の
村
々
に
と
っ
て
は
、
代
官
郡
触
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
り
、
大
坂
町
奉
行
が
発
す
る
国
触
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
享
保
六
年
平
野

郷
町
寸
覚
帳
」
か
ら
同
時
期
の
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
周
年
七
月
五
日
付
で
、
大
坂
町
奉
行
鈴
木
飛
騨
守
利
雄
・
同
北
条
安
房
守
氏
英

が
寸
摂
州
住
吉
郡
村
E
庄
や
・
年
寄
・
寺
社
中
し
に
宛
て
た
、
江
戸
の
町
医
師
夫
婦
殺
害
欠
落
人
探
索
に
関
す
る
触
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

六
月
付
の
江
戸
触
を
前
に
掲
げ
た
上
で
、

右
之
通
、
今
度
従
江
戸
被
仰
下
候
問
、
承
届
候
段
庄
や
・
年
寄
・
寺
社
家
致
判
形
、
郡
切
村
次
順
E
相
廻
し
、
留
村
右
大
坂
番
所

へ
可
持
参
者
也

13 
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と
記
し
て
い
る
。
「
覚
帳
L

に
は
、
や
は
り
、
同
町
に
至
る
ま
で
に
村
役
人
が
署
名
・
捺
印
し
た
村
々
の
名
前
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
知
ら
れ
る
回
達
ル

i
ト
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

住
吉
村
↓
沢
口
村
↓
嶋
村
↓
遠
里
小
野
村
↓
同
村
↓
同
村
↓
同
村
↓
大
豆
塚
村
↓
同
村
↓
奥
村
↓
船
堂
村
↓
北
花
田
村
↓
杉
本
村

↓
山
之
内
村
↓
我
孫
子
村
↓
庭
井
村
↓
七
道
↓
苅
田
村
↓
同
村
↓
前
堀
村
↓
堀
村
↓
寺
岡
村
↓
猿
山
新
田
村
↓
松
原
新
田
村
↓
南

田
辺
村
↓
北
田
辺
村
↓
砂
子
村
↓
鷹
合
村
↓
湯
屋
嶋
村
↓
同
村
↓
中
喜
連
村
↓
西
喜
連
村
↓
東
喜
連
村
↓
平
野
郷
町

七
道
が
特
異
な
位
置
に
あ
る
が
、

そ
れ
を
除
げ
ば
、

き
わ
め
て
無
理
の
な
い
田
達
ル

i
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
、

八
月
五
日

付
で
鈴
木
・
北
条
の
両
町
奉
行
が
「
摂
弱
住
吉
郡
村
E
庄
屋
・
年
寄
・
寺
社
中
」
に
出
し
た
、
寺
社
の
富
議
興
行
規
制
に
関
す
る
触
は
、

庭
井
村
↓
七
道
↓
苅
田
村
の
部
分
が
庭
井
村
↓
苅
田
村
↓
七
道
村
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
中
喜
連
村
↓
西
喜
連
村
↓
東
喜
連
村
の
部
分

が
西
喜
連
村
↓
東
喜
連
村
↓
中
喜
連
村
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

八
月
二
十
八
日
付
で
、
や
は
り
鈴
木
・
北
条
が
京
都
町
奉
行
の
依
頼

を
受
け
て
「
摂
州
住
吉
郡
村
＝
・
寺
社
中
L

に
出
し
た
、
寺
社
領
調
査
に
関
す
る
触
は
、

八
月
五
日
付
触
と
ま
っ
た
く
同
じ
回
達
ル

1

ト
で
因
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
遠
里
小
野
村
は
三
カ
村
と
な
っ
て
い
る
）
。
喜
連
三
カ
村
は
村
域
が
明
確
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
集
落
も

（

8）
 

田
畠
も
入
り
組
ん
で
い
た
の
で
、
回
達
の
順
序
そ
れ
自
体
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
庭
井
村
↓
七
道
↓
苅
田
村
か
、
庭
井
村
↓
苅
田

村
↓
七
道
村
か
と
い
う
問
題
も
、
部
分
的
な
違
い
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
郡
ご
と
に
触
が
因
さ
れ
る
大
坂
町
奉
行
の
閏
触
は
、
寸
郡

切
村
次
順
E
」
の
文
言
の
通
り
、
回
達
ル

l
ト
が
あ
ら
か
じ
め
定
ま
っ
て
お
り
、

し
か
も
そ
れ
は
、
ほ
ぽ
「
最
寄
次
第
L

原
則
に
則
つ

た
も
の
で
あ
っ
た
。



こ
の
よ
う
に
、
代
官
郡
触
は
大
坂
町
奉
行
田
触
に
較
べ
、
「
最
寄
次
第
二
「
村
順
能
様
ニ
相
廻
シ
」
と
い
う
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

や
や
も
す
れ
ば
そ
の
原
則
か
ら
は
ず
れ
が
ち
で
、
そ
の
う
え
回
達
ル

l
ト
も
固
定
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
触
を
受
け
取
っ
た
村

が
、
次
に
ど
の
村
に
回
す
か
は
、
そ
の
村
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
触
中
に
、
あ
え
て
「
最
寄
次
第
L

・
「
村

順
能
様
ニ
相
廻
シ
L

と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
る
の
は
、

む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

代
官
郡
触
の
回
達
ル

l
ト
に
関
し
て
は
、

ま
だ
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

四
月
七
日
付
代
官
郡
触
以
下
四
点
セ
ッ
ト
の
場
合

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

も
、
四
月
十
六
日
付
代
宮
郡
触
以
下
三
点
セ
ッ
ト
の
場
合
も
、
代
官
か
ら
最
初
に
渡
さ
れ
た
の
は
船
堂
村
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
和

泉
国
大
鳥
郡
へ
の
田
達
も
同
様
で
、
代
官
久
下
藤
十
郎
は
二
回
と
も
、

ま
ず
下
石
津
村
に
渡
し
て
い
る
（
一
回
目
は
史
料
2
）
。
な
ぜ
最

初
の
村
は
定
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
択
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
手
が
か
り
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
八
月
付
で
、
代
官
平
岡
次
郎
右
衛
門
と
、
そ
の
子
で
代
官
見
習
で
あ
っ

（

料

）

（

9
）

た
同
彦
兵
衛
が
「
摂
津
国
豊
嶋
郡
御
領
・
私
領
井
寺
社
領
村
E
庄
屋
・
年
寄
L

に
宛
て
た
、
朝
鮮
人
来
朝
に
関
す
る
次
の
郡
触
に
あ
る
。

（
史
料
4
）

（料）

当
秋
朝
鮮
人
来
聴
之
御
用
井
人
馬
之
儀
ニ
付
、
五
畿
内
・
近
江
・
丹
波
・
播
磨
村
高
御
用
ニ
付
、
摂
津
国
豊
嶋
郡
御
領
・
私
領
井
寺

社
領
共
江
御
触
書
壱
通
、
帳
面
壱
冊
箱
ニ
入
、
我
等
共
御
代
官
所
向
寄
村
占
相
廻
候
様
ニ
、
安
藤
駿
河
守
殿
・
中
根
摂
津
守
殿
占

御
申
渡
候
問
、
（
略
）

む

よ

り

す
な
わ
ち
、
平
岡
の
代
官
所
の
向
寄
（
最
寄
と
同
義
）
村
か
ら
回
す
よ
う
、
京
都
町
奉
行
（
安
藤
次
行
・
中
根
正
包
）

か
ら
指
示
さ

15 

れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
指
示
を
守
る
な
ら
ば
、
郡
触
は
、
代
官
か
ら
そ
の
代
官
が
支
配
す
る
一
村
に
ま
ず
渡
さ
れ
、
そ
の
あ
と
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最
寄
の
村
に
因
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
や
り
方
は
、
享
保
六
年
段
階
で
も
踏
襲
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
村
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の

代
官
ご
と
に
固
定
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
こ
と
に
基
づ
く
。
ま
た
、
こ
の
や
り
方
を
と
る
以
上
、
郡
触
を
出
す
代
官
は
、

そ
の
郡
内
に

代
官
所
を
有
す
る
代
官
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
京
都
町
奉
行
は
、
各
郡
の
担
当
代
官
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
支

配
下
の
上
方
八
カ
国
代
官
で
あ
れ
ば
誰
で
も
よ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
郡
内
に
代
官
所
の
あ
る
代
官
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

代
官
郡
触
の
歴
史
的
展
開

こ
れ
ま
で
、

も
っ
ぱ
ら
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）

四
月
の
代
官
郡
触
に
し
ぽ
っ
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う

な
形
式
の
触
が
ど
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
登
場
し
た
の
か
、

そ
の
後
い
か
な
る
展
開
を
示
す
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

享
保
六
年
以
前
の
代
官
郡
触
を
探
し
て
み
る
と
、
管
見
の
限
り
で
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
八
月
に
、
平
岡
次
郎
右
衛
門
と
同

（料）

彦
兵
衛
が

J
摂
津
国
豊
嶋
郡
御
領
・
私
領
井
寺
社
領
村
E
庄
屋
・
年
寄
L

に
出
し
た
も
の
（
史
料
4
）
が
最
も
早
い
。
こ
れ
も
や
は
り
、

朝
鮮
人
来
朝
関
係
で
、
村
高
と
地
頭
・
代
官
名
を
書
き
出
す
こ
と
を
命
じ
た
京
都
町
奉
行
の
触
と
帳
面
の
回
達
を
指
示
し
た
も
の
で
あ

（日）

そ
の
と
き
も
代
官
郡
触
が
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

る
。
こ
の
来
朝
に
伴
う
人
足
賃
銀
割
賦
は
同
五
年
九
月
に
行
わ
れ
、

次
い
で
、
享
保
五
年
二
月
に
も
代
官
郡
触
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
中
筋
村
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
｜
享
保
七
年
「
公

（日）

儀
御
用
触
留
帳
」
に
は
、
二
月
五
日
付
で
久
下
藤
十
郎
が
大
鳥
郡
に
囲
し
た
郡
触
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
朝
鮮
人
来
朝
関
係

で
、
や
は
り
、
村
高
と
地
頭
名
を
書
き
出
す
よ
う
命
じ
た
京
都
町
奉
行
の
触
と
帳
面
の
回
達
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

享
保
五
年
二
月
の
代
官
郡
触
の
次
に
位
置
す
る
の
は
、
前
章
で
見
た
同
六
年
四
月
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
、
同
七
年
に
も
確
認

さ
れ
る
。
同
年
九
月
お
よ
び
十
一
月
付
の
国
役
普
請
入
用
割
賦
に
関
す
る
京
都
町
奉
行
触
に
添
え
ら
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
つ



（ロ）

て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
、
国
役
普
請
制
度
の
改
革
が
あ
り
、
畿
内
大
川
八
川
（
桂
川
・
木
津
川
・
宇
治
川
・
淀
川
・
神
崎

の
年
間
の
総
普
請
費
用
の
一

O
分
の
一
を
幕
府
が
負
担
し
、
残
り
を
五
畿
内
に
閏
役
割
賦
す
る
こ
と

（
享
保
六
年
）

に
な
っ
た
。
九
月
十
二
日
、
京
都
町
奉
行
河
野
通
重
・
同
諏
訪
頼
篤
は
河
内
国
交
野
郡
村
々
圧
屋
・
年
寄
に
対
し
、
「
去
丑
年
洪
水
ニ

川
・
中
津
川
・
石
川
・
大
和
川
）

付
、
城
州
・
河
州
・
摂
州
大
川
筋
御
普
請
御
入
用
銀
、
五
畿
内
村
高
江
令
割
賦
候
問
、
別
帳
面
ニ
、
村
高
、
地
頭
之
名
委
細
書
付
可
申

（

日

）

（

水

脱

カ

）

事
、
（
略
）
L

と
し
た
触
を
出
し
た
が
、
こ
の
と
き
交
野
郡
へ
の
触
回
達
を
担
当
し
た
久
下
藤
十
郎
は
、
十
三
日
付
で
、
「
去
丑
洪
－
一
付
、

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

城
州
・
河
州
・
摂
州
大
川
筋
御
普
請
御
入
用
銀
御
割
賦
村
土
局
書
之
儀
ニ
付
、
京
都
町
奉
行
衆
占
御
触
書
壱
通
、
高
書
帳
面
壱
冊
井
御
案

紙
副
箱
ニ
入
、
我
等
方
占
可
相
触
旨
申
来
、
則
相
廻
候
、
（
略
）
L

と
の
郡
触
を
発
し
て
い
る
。

十
一
月
、
ふ
た
た
び
町
奉
行
河
野
・
諏
訪
か
ら
交
野
郡
村
々
庄
屋
・
年
寄
に
触
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
役
銀
の
納
入
を
命
じ
た
も

の
で
、
や
は
り
久
下
が
、
「
去
丑
年
洪
水
ニ
付
、
城
州
・
河
茄
・
摂
州
大
川
筋
御
普
請
御
入
用
金
五
畿
内
惣
国
役
高
懸
り
ニ
成
候
付
、
京

都
町
奉
行
衆
占
高
役
割
賦
帳
面
壱
冊
、
触
書
壱
通
井
案
紙
副
箱
一
一
入
、
我
等
方
占
可
相
触
旨
申
来
、
則
相
廻
シ
候
、
（
略
）
L

と
の
十
六

（日）

日
付
郡
触
を
添
え
て
回
達
を
命
じ
て
い
る
。

以
上
、
享
保
七
年
ま
で
、
管
見
の
限
り
で
は
、
正
徳
元
年
八
月
、
同
五
年
九
月
、
享
保
五
年
二
月
、
同
六
年
四
月
、
同
七
年
九
・
十

一
月
の
六
回
に
わ
た
り
、
代
官
郡
触
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
京
都
町
奉
行
の
国
役
賦

課
に
関
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
段
階
の
代
官
郡
触
と
は
、
京
都
町
奉
行
が
賦
課
主
体
で
あ
っ
た
国
役
の
賦
課

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
発
せ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
国
役
賦
課
に
関
す
る
代
官
郡
触
は
、
享
保
七
年
の
も
の
が
最
後
で
、
以
後
は
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
京

ロ
‘
都
町
奉
行
が
通
常
発
し
て
い
る
一
般
の
触
が
、
代
官
郡
触
に
よ
っ
て
回
達
さ
れ
る
例
が
確
認
さ
れ
る
。
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
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（
史
料
5
）

本
多
筑
後
守
殿
・
長
田
越
中
守
殿
よ
り
印
形
之
触
書
帳
壱
冊
箱
ニ
入
、
我
等
方
迫
よ
こ
し
候
付
、
遺
之
候
問
、
御
料
井
私
領
域
下
之

寺
社
・
町
方
共
、
其
向
寄
ニ
早
E
不
抜
様
ニ
可
棺
廻
候
、
以
上

（
享
一
保
十
四
年
）

酉
五
月
九
日

玉
虫
左
兵
衛
印

摂
茄
西
成
郡
村
主庄
屋
年
寄

こ
れ
は
、
享
保
十
四
年
五
月
付
で
、
京
都
町
奉
行
本
多
忠
英
・
同
長
田
元
隣
が
寸
摂
茄
西
成
郡
村
E
庄
屋
・
年
寄
・
寺
社
・
町
方
」

（日）

に
対
し
て
出
し
た
触
に
添
え
ら
れ
た
代
官
郡
触
で
あ
る
。
京
都
町
奉
行
の
触
の
内
容
は
、
浪
人
並
河
五
市
郎
（
誠
所
）
が
、
『
五
畿
内
志
』

編
纂
に
あ
た
っ
て
五
畿
内
を
回
る
の
で
便
宜
を
図
る
よ
う
に
、

と
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
種
の
代
官
郡
触
は
他
に
見
出

し
え
ず
、

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

結
局
、
代
官
郡
触
と
は
、
正
徳
！
享
保
期
と
い
う
限
定
さ
れ
た
時
期
に
お
い
て
、
主
と
し
て
京
都
町
奉
行
の
国
役
賦
課
に
際
し
て
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
形
式
の
触
が
、
こ
の
時
期
に
限
っ
て
出
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

と
り
あ
え
ず
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。

当
時
、
京
都
町
奉
行
は
、
畿
内
近
国
の
数
カ
国
に
わ
た
る
幕
領
・
私
領
に
か
か
わ
ら
ぬ
広
域
的
な
支
配
、
つ
ま
り
奉
行
所
支
配
を
行
つ

て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
国
役
の
賦
課
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
来
朝
に
伴
う
国
役
は
上
方
八
カ
国
に
、
国
役
普
請
入
用
の
割
賦
（
享
保
七
年
）



は
五
畿
内
に
課
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
京
都
町
奉
行
が
こ
れ
ら
の
国
々
に
国
役
を
課
す
た
め
に
は
、
実
際
に
は
役
賦
課
の
た
め
の
触
を
回
す
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
触
の
伝
達
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
町
奉
行
の
国
触
回
達
対
象
国
は
問
題
が
な
か
っ
た
が
、
同
奉
行
が
独
自
の
回
達
ル

l
ト
を
も
っ

（口）

て
い
な
い
大
坂
町
奉
行
の
国
触
回
達
対
象
国
（
摂
津
・
河
内
・
和
泉
）
に
対
し
て
触
を
回
す
に
は
、
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。

代
官
郡
触
と
い
う
形
式
は
、

そ
の
工
夫
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
代
官
郡
触
と
い
う
形
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
当

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

時
、
上
方
八
カ
国
代
官
が
京
都
町
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
代
官
郡
触
と
い
う
形
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
他
に
ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
あ
り
え
た
だ
ろ
う
か
。
摂
津
・
河
内
の
場
合
、

七

世
紀
末
段
階
で
は
、
京
都
町
奉
行
か
ら
大
坂
町
奉
行
に
触
の
回
達
を
依
頼
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
天
和
二
年
ご
六
八
二
）

の

朝
鮮
人
来
朝
に
伴
う
人
馬
入
用
の
国
役
賦
課
は
、
翌
三
年
に
、
五
畿
内
・
近
江
・
丹
波
の
幕
領
・
私
領
、

（時）

に
行
わ
れ
た
が
、
割
賦
銀
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

お
よ
び
播
磨
の
幕
領
を
対
象

（
史
料
6
）

（
略
）
右
之
趣
前
田
安
芸
守
殿
・
井
上
志
摩
守
殿
、
・
5
摂
茄
・
河
州
私
領
之
分
へ
相
触
候
様
ニ
と
被
申
越
候
問
、
令
触
之
候
、
此
触

承
届
ケ
候
と
の
村
E
庄
屋
・
年
寄
致
判
形
、
郡
切
村
次
順
E
相
廻
シ
、
済
所
δ
大
坂
番
所
へ
持
参
可
仕
者
也

（
天
和
三
年
）

亥
六
月
三
日

主
馬
様

19 

「
主
馬
L

と
は
大
坂
町
奉
行
藤
堂
良
直
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
京
都
町
奉
行
前
回
直
勝
・
向
井
上
正
貞
の
依
頼
に
よ
り
、
大
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坂
町
奉
行
が
摂
津
・
河
内
に
入
用
割
賦
を
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
坂
町
奉
行
へ
の
触
伝
達
依
頼
と
い
う
形
か
ら
代
官
郡
触
の
採
用
と
い
う
変
化
は
、
京
都
町
奉
行
に
よ
る
上
方
八
カ
国
代
官
統
轄
機

能
が
、
京
都
町
奉
行
の
畿
内
近
国
広
域
支
配
の
中
で
、
そ
れ
以
前
に
較
べ
重
い
意
味
を
も
た
さ
れ
始
め
た
こ
と
の
反
映
と
み
て
よ
い
だ

（四）

ろ
う
。
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
十
一
年
こ
六
九
八
）
七
月
二
十
八
日
条
に
、
「
げ
ふ
上
方
の
代
官
に
令
せ
ら
る
る
は
、
京
町
奉
行
郡
代
を

兼
れ
ば
、
今
よ
り
後
勘
定
奉
行
へ
伺
ふ
事
あ
る
時
は
、
京
町
奉
行
へ
も
伺
ふ
べ
し
、
賦
税
の
事
、

一
人
に
て
前
前
よ
り
預
り
し
地
、
今

よ
り
後
は
毎
年
検
見
の
お
も
む
き
に
て
其
旨
し
る
し
、
こ
れ
も
京
町
奉
行
へ
出
す
べ
し
、
（
略
）
L

と
あ
る
よ
う
に
、

一
七
世
紀
末
、
京

都
町
奉
行
は
、
上
方
八
カ
国
代
官
に
対
す
る
支
配
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
が
、
正
徳
期
の
代
官
郡
触
登
場
は
、
そ
の
延
長
上
に
あ
っ
た
と

み
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

代
官
郡
触
が
享
保
十
四
年
を
最
後
に
姿
を
消
す
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
同
七
年
に
登
場
し
た
国

役
普
請
入
用
の
園
役
割
賦
は
、
翌
年
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
翌
々
年
か
ら
は
毎
年
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
賦
課
主
体
に

関
し
て
は
、
最
初
は
京
都
町
奉
行
が
五
畿
内
に
賦
課
し
た
が
、
二
回
目
以
降
は
、
摂
津
・
河
内
・
和
泉
三
カ
国
に
は
大
坂
町
奉
行
が
賦

課
す
る
こ
と
と
な
り
、
京
都
町
奉
行
に
よ
る
国
役
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
役
普
請
入
用
の
国
役
割
賦
に
つ
い
て

は
、
代
官
郡
触
を
出
す
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
。
朝
鮮
人
来
朝
入
用
の
国
役
割
賦
も
、
享
保
度
の
次
の
来
朝
（
延
享
五
年
〔
一
七
四
八
〕
）

（却）

の
際
の
賦
課
主
体
は
、
大
坂
町
奉
行
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
国
役
賦
課
に
関
す
る
も
の
以
外
の
一
般
の
京
都
町
奉
行
触
は
、
も
と
も
と
摂
河
泉
三
カ
国
に
は
因
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
国
々
に
は
、
大
坂
町
奉
行
が
触
を
回
達
し
た
。
実
際
、
史
料
5
の
本
触
で
あ
る
京
都
町
奉
行
触
と
ほ
ぽ
同
内
容
の
触
が
、

（幻）

四
月
二
十
八
日
付
で
、
大
坂
町
奉
行
松
平
勘
敬
・
同
稲
垣
種
信
か
ら
西
成
郡
に
因
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
種
の
触
は
、
大
坂
町
奉
行
触
と



重
複
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
史
料
5
は
、
国
役
賦
課
に
関
し
て
出
さ
れ
た
代
官
郡
触
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
京
都
町
奉
行

が
一
般
触
の
伝
達
に
お
い
て
も
代
官
郡
触
を
利
用
し
た
例
で
あ
ろ
う
が
、
他
に
類
例
が
見
い
だ
せ
な
い
の
は
、
摂
河
泉
三
カ
国
に
は
そ

も
そ
も
京
都
町
奉
行
の
一
般
触
は
な
じ
ま
ず
、
回
達
の
た
め
の
代
官
郡
触
が
定
着
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

に

代官郡触と幕府の畿内近国広域支配

正
徳
！
享
保
期
に
、
大
坂
町
奉
行
の
国
触
回
達
対
象
国
に
登
場
し
た
代
官
郡
触
の
実
態
と
、
そ
の
意
義
づ
げ
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

本
稿
で
の
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
京
都
町
奉
行
に
よ
っ
て
上
方
八
カ
国
代
官
が
統
轄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
幕
府
の
畿

内
近
国
幕
領
支
配
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
畿
内
近
国
広
域
支
配
に
も
一
定
の
規
定
性
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
視
点
を
欠
い
た
畿
内
近
国

広
域
支
配
論
は
不
十
分
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
課
題
を
提
示
し
て
お
き

た
い
。本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
代
官
郡
触
自
体
は
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
が
最
後
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
代
官
が
触

を
「
最
寄
次
第
L

原
則
で
近
隣
の
村
々
に
伝
達
す
る
方
式
は
、
そ
の
後
も
残
る
。
た
と
え
ば
、
享
保
十
五
年
五
月
三
日
、
代
官
鈴
木
小

（幻）

右
衛
門
は
、
摂
津
圏
西
成
郡
十
八
条
村
そ
の
他
の
代
官
所
村
々
に
廻
状
を
回
し
、
医
書
『
東
医
宝
鑑
』
売
り
広
め
に
つ
い
て
令
し
た
三

月
付
の
江
戸
触
を
掲
げ
た
上
で
、
「
右
之
通
御
書
付
出
候
問
、
写
相
廻
シ
候
、
村
E
江
不
残
様
ニ
可
申
間
候
、
且
文
向
寄
私
領
村
方
江
も

庄
匡
方
占
御
書
付
之
趣
申
達
、
（
略
）
」
と
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
代
官
↓
代
官
所
村
々
↓
最
寄
私
領
村
々
と
い
う
伝
達
方
式
で
あ
り
、

一
郡
を
担
当
し
た
代
官
が
、
ま
ず
自
分
の
代
官
所
の
一
村
に
伝
え
、
そ
こ
か
ら
「
最
寄
次
第
」
原
則
で
、

一
郡
内
の
全
村
に
順
々
に
回

21 

達
し
て
い
く
と
い
う
代
官
郡
触
の
伝
達
方
式
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
代
官
が
触
を
「
最
寄
次
第
」
に
回
す
と
い
う
点
で
は
共
通
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し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
幕
府
の
畿
内
近
国
広
域
支
配
の
一
つ
と
し
て
の
触
の
伝
達
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
代
官
は
大
き
な
役
割
を
占
め

続
け
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
代
官
触
が
、
京
都
町
奉
行
の
触
を
伝
達
す
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
か

官
編
成
の
強
化
も
、

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
京
都
町
奉
行
と
上
方
八
カ
国
代
官
の
位
置
関
係
は
変
化
を
見
せ
て
い
た
。

（お）

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
勘
定
所
・
京
都
町
奉
行
・
上
方
八
カ
国
代
官
の
関
係
を
中
心
に
、

一
方
、
享
保
期
の
勘
定
所
に
よ
る
代さ

ら
に
は
大
坂
町
奉
行
・
堺
奉
行
・
伏
見
奉
行
・
奈
良
奉
行
も
含
め
、
こ
れ
ら
諸
機
関
の
位
置
関
係
に
留
意
し
つ
つ
、
代
官
の
広
域
支
配

に
占
め
る
役
割
を
、
今
後
追
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
代
官
郡
触
と
い
う
触
伝
達
方
式
は
、
享
保
七
年
の
国
分
け
令
の
意
義
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い

る
。
と
い
う
の
は
、

一
例
し
か
見
い
だ
し
て
い
な
い
も
の
の
、
国
分
げ
令
以
後
も
代
官
郡
触
が
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
京
都

町
奉
行
に
よ
る
上
方
八
カ
国
代
官
の
統
轄
が
、
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
代
官
を
通
じ

た
、
摂
津
・
河
内
・
和
泉
に
対
す
る
京
都
町
奉
行
の
支
配
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
従
来
は
、

と
も
す
れ
ば
国
分
け
令
に
過
大
な

意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
国
分
げ
そ
の
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
地
方
に
つ
い
て
の
公
事
訴
訟
に
関
す
る
、
京
都
・

大
坂
両
町
奉
行
の
裁
判
管
轄
範
囲
の
変
更
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
代
官
郡
触
も
含
め
、
享
保
期
に
お
け
る
幕
府
の
畿
内
近
国
支
配
制
度
の

変
化
を
き
め
細
か
く
検
討
し
た
上
で
、
国
分
け
令
を
位
置
づ
け
直
す
作
業
が
、
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（

2
）
 

お
も
な
も
の
に
、
安
岡
重
明
「
近
畿
に
お
り
る
封
建
支
配
の
性
格
l
非
領
国
に
関
す
る
覚
書
i
L
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
一
二
、
一
九
五

八
年
六
月
、
の
ち
、
安
岡
『
日
本
封
建
経
済
政
策
史
論
｜
経
済
統
制
と
幕
藩
体
制
』
〔
有
斐
閣
、
一
九
五
九
年
、
の
ち
一
九
八
五

年
、
晃
洋
書
房
よ
り
増
檎
版
〕
第
四
章
「
畿
内
に
お
け
る
封
建
制
の
構
造
」
）
、
薮
田
貫
「
『
摂
河
支
配
国
』
論
｜
日
本
近
世
に
お
け
る

地
域
と
構
成
｜
」
（
脇
田
修
編
著
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八

O
年
）
、
村
田
路
人
寸
用
聞
の
諸
機
能

と
近
世
的
支
配
の
特
質
」
（
『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
七
、
一
九
九

O
年
一
一
一
月
、
の
ち
、
村
田
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』

〔
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
〕
に
収
録
）
、
岩
城
卓
二
「
近
世
村
落
の
展
開
と
支
配
構
造
｜
『
支
配
国
』
に
お
け
る
用
達
を
中

心
に

l
L
（
『
日
本
史
研
究
』
一
二
五
五
、
一
九
九
二
年
三
月
）
、
藤
田
恒
春
「
近
世
前
期
上
方
支
配
の
構
造
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
七

九
、
一
九
九
四
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

享
保
七
年
こ
七
二
二
）
九
月
二
十
四
日
、
老
中
安
藤
重
行
・
同
水
野
忠
之
・
同
戸
田
忠
真
が
大
坂
町
奉
行
北
条
氏
英
・
同
鈴
木
利

雄
に
、
上
方
八
カ
国
の
地
方
に
つ
い
て
の
公
事
訴
訟
の
裁
判
管
轄
の
変
更
（
享
保
の
国
分
け
）
を
申
し
渡
し
た
が
、
そ
の
際
、
「
五
畿

内
・
近
江
・
丹
波
・
播
磨
八
ヶ
国
之
御
代
官
共
、
唯
今
迄
京
都
町
奉
行
支
配
一
一
候
故
」
と
述
べ
て
い
る
つ
町
奉
行
所
旧
記
」
〔
『
大
阪

市
史
史
料
第
四
十
一
輯
大
坂
町
奉
行
所
旧
記
（
上
）
』
大
阪
市
史
料
調
査
会
、
一
九
九
四
年
六
月
、
二
一
頁
）
）
。

熊
谷
光
子
は
、
「
近
世
黒
鳥
村
の
山
論
・
水
論
」
（
『
旧
和
泉
郡
黒
鳥
村
関
係
古
文
書
調
査
報
告
書
｜
現
状
記
録
の
方
法
に
よ
る
｜
』
和

泉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）
で
、
山
論
・
水
論
に
あ
た
っ
て
派
遣
さ
れ
た
代
官
（
ま
た
は
そ
の
手
代
）
検
使
に
つ
い
て
若
干

触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
代
官
が
幕
府
の
広
域
支
配
を
担
っ
て
い
た
一
例
で
あ
り
、
貴
重
な
視
点
で
あ
る
。

摂
津
国
住
吉
郡
平
野
郷
町
杭
全
神
社
所
蔵
文
書
。
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
版
を
利
用
。

森
杉
夫
寸
堺
廻
り
農
村
の
御
用
留
帳
（
三
）
」
（
『
堺
研
究
』
一
一

O
、
一
九
八
九
年
三
月
）
一
一

O
l
一
一
四
頁
。

摂
津
国
西
成
郡
十
八
条
村
藻
井
家
文
書
。
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
版
を
利
用
（
以
下
同
じ
）
。

享
保
二
十
年
ご
七
三
五
）
「
摂
津
国
石
高
調
L

（
『
関
西
学
院
史
学
』
三
、
一
九
五
五
年
六
月
）
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

二
八
七
｜
二
八
九
頁
。

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
お

（

3
）
 

（

4）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7）
 

一O
、

8 

大
阪
府
の
地
名
L

（
平
凡
社
、

一
九
八
六
年
）
六
六

O
頁。
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宝
永
元
年
ご
七

O
四）

l
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
摂
津
国
豊
嶋
郡
瀬
川
村
「
日
記
L

（
大
阪
府
箕
面
市
瀬
川
自
治
会
所
蔵
瀬
川

村
文
書
）
。
な
お
、
こ
の
史
料
は
、
『
箕
面
市
史
』
史
料
編
五
ご
九
七
二
年
）
一
一
一
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

摂
津
国
豊
嶋
郡
の
場
合
、
同
郡
嶋
田
村
の
庄
屋
・
年
寄
が
代
官
平
岡
彦
兵
衛
に
呼
ば
れ
、
朝
鮮
人
来
聴
割
賦
帳
の
回
達
を
命
じ
ら
れ

た
。
瀬
川
村
「
日
記
」
に
は
、
「
右
御
触
状
・
御
帳
面
箱
井
嶋
田
村
庄
屋
中
B
添
状
壱
通
九
月
八
日
ニ
請
取
、
半
丁
村
江
渡
ス
」
と
あ

り
、
こ
の
寸
御
触
状
」
が
代
官
郡
触
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
『
箕
面
市
史
』
史
料
編
五
で
は
三
九
頁
。

森
杉
夫
「
堺
廻
り
農
村
の
御
用
留
帳
（
二
）
」
（
『
堺
研
究
』
一
九
、
一
九
八
八
年
三
月
）
一
一
一
一
頁
。

村
田
路
人
「
摂
河
に
お
り
る
園
役
普
請
体
制
の
展
開
」
（
脇
田
修
編
著
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八

O

年
、
の
ち
、
改
稿
し
て
前
掲
注
（
1
）
村
田
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
に
収
録
）
。

河
内
国
交
野
郡
野
村
小
原
家
文
書
（
枚
方
市
役
所
架
蔵
）
。

野
村
小
原
家
文
書
。

寸
享
保
七
歳
寅
之
十
月
廿
一
日
京
都
町
御
奉
行
所
御
触
状
之
留
」
（
野
村
小
原
家
文
書
）
。

享
保
十
四
年
「
従
御
公
儀
様
御
廻
状
之
写
L

（
十
八
条
村
藻
井
家
文
書
）
0

和
泉
国
に
つ
い
て
は
、
堺
奉
行
所
の
存
在
も
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、
享
保
七
年
十
一
月
二
十

九
日
付
で
、
大
坂
町
奉
行
鈴
木
利
雄
・
同
北
条
氏
英
が
和
泉
国
泉
郡
に
、
近
江
国
湖
水
掘
り
抜
き
見
分
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
井
沢

弥
惣
兵
衛
・
千
種
清
右
衛
門
に
便
宜
を
図
る
よ
う
命
じ
た
国
触
を
出
し
て
い
る
例
（
『
奥
田
家
文
書
』
四
〔
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協

議
会
・
大
阪
部
落
解
放
研
究
所
、
一
九
七
一
年
〕
一
三
六
頁
）
を
あ
げ
て
お
く
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
播
磨
国
も
大
坂
町
奉
行
の
国

触
回
達
対
象
国
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

徳
元
年
）

寸
天
和
弐
年
・
同
三
年
朝
鮮
人
来
朝
ニ
付
留
書
・
入
用
書
、
当
卯
三
月
δ
大
坂
御
番
所
様
δ
御
触
状
之
留
書
」
（
摂
津
国
嶋
上
郡
高

浜
村
西
国
家
文
書
〔
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
〕
）
。

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
徳
川
実
紀
』
第
六
篇
、
三
三
七
頁
。

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
九
月
大
坂
町
奉
行
久
松
定
郷
・
同
小
浜
隆
品
触
っ
自
天
和
三
年
至
寛
延
三
年

江
口
乃
里
文
書
、
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
版
を
利
用
）
。

（

9）
 

（叩）
（日）
（ロ）

（日）
（

H
）
 

（日）
（日）
（口）

（四）
（四）
（却）

触
書
」
、
摂
津
国
西
成
郡
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享
保
十
四
年
「
従
御
公
儀
様
御
廻
状
之
写
L

（
十
八
条
村
藻
井
家
文
書
）
。

享
保
十
五
年
寸
従
御
公
儀
様
御
廻
状
之
写
L

（
十
八
条
村
藻
井
家
文
書
）
。

大
石
慎
三
郎
『
享
保
改
革
の
経
済
政
策
』
（
御
茶
の
水
書
房
一
、
一
九
六
一
年
）
第
三
章
「
享
保
改
革
に
お
け
る
地
方
支
配
機
構
の
整
備

に
つ
い
て
L

。

（
付
記
）
史
料
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
市
史
編
纂
所
・
関
西
大
学
総
合
図
書
館
・
枚
方
市
役
所
・
瀬
川
白
治
会
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
成
稿
後
、
「
享
保
の
国
分
け
と
京
都
・
大
坂
町
奉
行
の
代
官
支
配
」
（
大
阪
大
学
文
学
部
日

本
史
研
究
室
編
『
近
世
・
近
代
の
地
域
と
権
力
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
刊
行
予
定
）
に
お
い
て
、
国
分
け
後
の
上
方
八
ヵ
国

代
官
支
配
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
本
稿
は
、
平
成
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

ω「近

世
畿
内
に
お
け
る
幕
府
支
配
機
構
の
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（幻）
（幻）
（お）

（
文
学
部
助
教
授
）


